
 

 

【課題】 

○学習内容や学習習慣の定着を図りた  

 い。 

【内容】 

○反復練習の徹底で学習内容の定着、

家庭生活の計画を立てることで学習

習慣の定着を図る。 

【実施方法】 

○授業で学んだ内容に合わせた問題をスキルタイムでも取り組ませると同時に、宿題でも同様の問

題に取り組ませ、定着を図る。（小学校） 

○終学活時に、家庭学習の計画シートを配布し、帰宅後の学習計画を立てさせる。生活ノートに貼り、

記入させる。（中学校） 

【成果・効果】 
○同様の問題を繰り返し取り組ませることで、苦手意識をもつ児童も考えを整理し、復習しながら  
 意欲的に取り組めるようになった。（小学校） 
○帰宅後のスケジュールを立てさせることで、計画的に学習に取り組める生徒が増えてきた。ま  
 た、学習時間の短い生徒や未記入生徒への支援の手がかりとすることができた。（中学校） 

 

 

      （青谷中学校区）              

  反復練習と計画シートで学習の定着 

【ポイント】 

○毎日の継続的な取組を大切にする。 

      家庭学習の計画シート  
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【課題】 

○時間や内容を意識させ、計画的に取り組ませたい。 

【内容】 

○小学校において、学年に応じて家庭学習の取り組み方

を指導する。 

【実施方法】 

○学級活動等で、学年、学級の実態に応じて、家庭学習１

日分に取り組む。児童自身が「家庭学習の仕方」につい

てつかめるように指導する。 

○家庭学習の内容、手順、ノートの使い方等について、教員が丁寧に

指導し児童と確認する。その後、実際に取り組ませ、集中して学習

することを体験させる。 

○振り返りの時間を設け、自分の家庭学習の取組やよりよい学び方

について振り返り、その日の家庭学習から意識して取り組ませる。 

○年間2回実施。6月は、家庭学習の仕方を学ぶ。11月は、自主学習

の仕方を学ぶなど、質の向上を図る。 

○学級通信で保護者に様子を伝え、理解、協力を得ながら進める。 

【成果・効果】 

○児童は、家庭学習のよりよい取り組み方を共通理解できる。 

○教員は、児童に直接指導でき、「どれくらいの時間がかかるか」「どんなところでつまずきがある

か」など、個々の実態把握ができる。                                     

 

 

   

   （智頭中学校区） 

   家庭学習実地指導 

   家庭学習実地指導の様子 

「家庭学習の仕方」指導の留意点 
・家庭学習の内容はどれだけあるか 

・家庭学習をどのような手順でするか 

・どのくらいの質を求めるか 

・どのくらいの時間でできるか 

 （自分が集中してできる時間をつかむ） 

※最低目標時間    

 低学年30分 中学年45分 高学年60分 

【ポイント】 

○学年に応じた指導内容を明確化し、全校で取り組む。 

○家庭の理解と協力を得るために、通信等で啓発する。 
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３ 学習内容や学習習慣の定着に向けた実践 
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